平成二九年度　豊島区立千登世橋中学校　演劇部
千登中祭・連合演劇発表会　上演作品
　
「新聞部、最後の一日」
作:高砂洋子
	登場人物
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〔一場〕新聞部　部室
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ち),千)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(と),登)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せ),世)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あめ),天)中学校　新聞部の部室
部員たちは原稿を書いている。
明楽、登場
明楽　　　ここは、千登世天中学校新聞部の部室。部員たちは今、原稿を書いている。
茜　　　　生徒会選挙、生徒会長に立候補した青木くんは、制服のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(てっぱい),撤廃)を公約。対する赤井陣営は、ノーチャイムの実施を公約。どちらの候補者も、生徒の自主自立を訴えているが、その内容には大きな違いが！　果たして、生徒の心をつかむのはどちらの自主自立か？
明楽　　　いいね。選挙への関心が、ぐぐぐっと高まるね。
涼　　　　千登中の給食の目玉は、日替わりデザート。特に今週水曜日の１００％グアバジュースを使用したすっきりさっぱり濃厚プリンは絶品と、生徒たちの間でも大評判！　特別に栄養士のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きゅう),休)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しょうこ),祥子)さんに教わったレシピをご紹介します。
明楽　　　いいね。お料理大好き男子と女子にとっては待望の記事だね。
香織　　　数学の高山田先生、過去三年間の問題を徹底解析。これで、あなたも１００点間違いなし！
明楽　　　いいねー。これはかなりの需要が期待できるねぇ。
　　　　　　　　和葉、登場
和葉　　　「かわら版考察」、原稿出来たよ。

明楽　　　情報のみならず文化面も充実した誌面･･･。よし、それじゃあ、部長。
和葉　　　ええ。…校正！
　　　　　　　　全員で原稿を回して見る。
和葉　　　…よし。
涼　　　　今週もイイ出来だぁ！
茜　　　　でも、どうして「かわら版」？
和葉　　　かわら版は私たちの新聞の原点と呼べるもの。記事を書いて印刷して、みんなに読んでもらう･･･。
涼　　　　かわら版が今の新聞になったんだろ。
香織　　　今の新聞は、文明開化で印刷技術が向上して、大量印刷ができるようになったときが始まりらしいよ。
茜　　　　でも、かわら版は江戸時代からあったよね。
和葉　　　かわら版の始めは大阪夏の陣というから、江戸時代の情報源として、かわら版の役割は大きかったのよ。
明楽　　　さすが、部長！

香織　　　でも、いい加減なものも多かったから、幕府は発行を禁止していたし、明治になって新聞が普及するようになって、かわら版は全滅。
茜　　　　うわあ、かわいそう。
和葉　　　記事を面白おかしく読んで売り歩いていたから「読売」という言い方の方が当時は一般的だったそうよ。
明楽　　　さっすが、部長。
和葉　　　みんなも、いい記事ありがとう。
茜　　　　当然です。わたしなんて、選挙管理委員長に朝、昼休み、放課後と一日三回、密着取材しましたからね。
明楽　　　おー。
和葉　　　さすがね。新聞部のエース！
涼　　　　選挙管理委員長っていったら、Ｃ組のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とどろき),轟)だよな･･･。
茜　　　　そうよ。
涼　　　　Ｃ組の轟っていったら…。
茜　　　　そーでーす。私の彼氏でーす。
明楽　　　密着取材って、いちゃついてただけー！
茜　　　　でも、記事はいい出来だと思いますよ。
明楽　　　当たり前だ。その人脈を利用して、もっともぉっと突っ込んだ取材をしなさい！　
香織　　　ああ！
明楽　　　どうした？
香織　　　しまったぁ･･･。大変…、どうしよう･･･。
明楽　　　だから、どうした？
香織　　　･･･高山田の奴、過去三年間、同じ問題出していました。。
明楽　　　ええ？

涼　　　　あーその情報だったらみんなもう知ってますよ。
香織　　　ええ？
明楽　　　ええ？
涼　　　　今さらですよ。い・ま・さ・ら！
香織　　　それじゃあ、この記事は･･･。
涼　　　　今さらですけど、まあ、いいじゃないですか。香織の記事は誰も読まないかもしれないけど、他にもいい記事はたくさんあるし･･･。

香織　　　･･･ひどい･･･。
明楽　　　いや、ほら、その香織の記事もね、知らなかった人もいるかもしれないわけだし･･･。
涼　　　　いないんじゃないかなー。
香織　　　涼の記事だって、給食のレシピ紹介してるだけじゃない。あんなの、誰が家で作るんだよ。
明楽　　　いや、ほら、料理大好き男子女子が･･･。
香織　　　料理大好き男子女子？　男子？　女子？　無理やり読者層を広げた言い方したってダメですよ。それに、そういう人は新聞なんか読まないで料理本を買います。
明楽　　　いや、それじゃ新聞部の存在意味が･･･。
　　　　　　　　柚実・心恋音　登場
柚実　　　その通りよ。
明楽　　　え？
柚実　　　そんな紙切れ、誰も読まないのよ。今の時代は（持っているタブレットを取り出して）これよ！

茜　　　　出たなー、パソコン部部長、近柚実！　あんた、あたしのこと目の敵にしてるよね。
柚実　　　してないわよ。
茜　　　　してる！　この前のクラス討議のときだって、あたしの意見に文句ばっかり言って･･･。
柚実　　　わ、わたしは、正当な意見を述べただけよ。
茜　　　　これ以上適当なこと言うと、生活委員として、あんたのチャイ着違反だけ取り締まるからね。
柚実　　　何を言ってるの？　生活委員という極めて公共性の高い委員会で、教室という社会において公務員であるべき生活委員が、個人的な感情で校務を行っていいと･･･。
明楽　　　Ａ組の二人！　クラス内のもめごとは部活に持ち込まないでもらいたい。
柚実　　　（せきばらい）そうでした。こんな、何の役にも立たない部活の人たちと言い争ってもしかたないことでした。
心恋音　　そうですよ、部長。暑くなり過ぎ♡
柚実　　　でも、新聞部がつぶれたら、この部員たちはきっとうちに来ることになるわけでしょ。

心恋音　　ウチはホームページ持ってますからね。記事を書きたいなら、ウチに来るしかないですもんね。
涼　　　　なに、こそこそしてるの？
心恋音　　べ、別に。
柚実　　　新聞部がつぶれたら、あなたたちパソコン部に入る気かしらってね･･･。
茜　　　　新聞部がつぶれる？
涼　　　　そんな訳ないだろ。
柚実　　　あら、そうかしら？
香織　　　確かに、去年も今年も新入部員は一人ずつだし。
茜　　　　あたしたちが卒業したら二人になっちゃうもんね。
柚実　　　あら、そんな単純な理由かしら？
和葉　　　どういうこと？
心恋音　　自分たちで言ってたじゃない。存在意味はないって。
香織　　　そ、それは･･･。
柚実　　　仕入れたネタは身内から聞いた話。
茜　　　　なんですって？
心恋音　　それか、もうみんなが知っているふるーいネタ。
柚実　　　あるいは、知りたい人が一人もいないネタ。
涼　　　　いい加減にしろよ。
明楽　　　そうだぞ。これでも新聞部は学校の中の情報を毎週発信している。
和葉　　　以前は、日刊だった･･･。
茜　　　　そうだったねえ、和葉。「デイリーちと」大変だったなぁ。
香織　　　あまりにも大変だから、日刊から週刊にしたんですよね。
和葉　　　･･･ごめん。みんなには黙っていたけど、本当は違うの。
明楽　　　本当は、毎日出しても、みんなが読まないって、先生方に指導されて･･･。
柚実　　　そう、あんな紙、毎日配られても、誰も興味持たないのよ。
　　　　　　　　咲喜　登場
咲喜　　　大変、大変です。
明楽　　　どうした、咲喜。
咲喜　　　ビックニュースです。音楽の滝沢先生と体育の大山先生が、結婚するそうです。
香織　　　ええ？
咲喜　　　それと部長。先生が呼んでました。
和葉　　　高山田が？　わかった。ちょっと行ってくる。
　　　　　　　　和葉　退場
香織　　　滝沢が転勤になったのは、そういうわけだったのね･･･。
茜　　　　え、でも、美術のイケメン小林田と噂になってたよね。音楽室と美術室の間の廊下で、二人っきりで、何か話し込んでたって･･･。
香織　　　たしかに。小林田とくっつくと思ってた。
涼　　　　よりによって大山とは･･･。
茜　　　　あんな、筋肉チビのどこがいいの？　･･･これは事件よ。
香織　　　すぐに記事に･･･。
涼　　　　うん。すぐ取り掛かかろう。
明楽　　　待て。咲喜、このネタ、どこで仕入れた？
咲喜　　　･･･。
明楽　　　どこで仕入れた？
涼　　　　ちょっと？　副部長？
茜　　　　そんな責めちゃかわいそうでしょ。
香織　　　咲喜ちゃん、ちゃんと言って。

柚実　　　（おもむろにタブレットを取り出して）ここでしょ？
明楽　　　･･･やっぱり･･･。
茜　　　　本当なの？

咲喜　　　うん。･･･ごめんなさい。
香織　　　なんてこと･･･。

心恋音　　（笑）ウチでつくったホームページの後追い記事じゃ、誰も読む人がいなくなるのは。当然じゃないかしら？
　　　　　　　　和葉　登場
明楽　　　部長。高山田の話って、なんだったんですか？
和葉　　　･･･。
香織　　　部長？
和葉　　　･･･今週号で千登中新聞は発行中止。新聞部は今年度いっぱいで解散。
茜　　　　今年度で、解散？
涼　　　　うそ･･･だろ。
柚実　　　･･･思ったとおり。残念だったわね。
和葉　　　そんなの、納得できない。
香織　　　え？
和葉　　　みんなは納得できるの？　こんなひどい仕打ちってない。学校側の横暴に屈して言いわけ？
茜　　　　そうよ、横暴よ。
和葉　　　こういうときこそ、ペンの力よ。私は戦う。
明楽　　　部長！
和葉　　　学校側の横暴や権力に対抗するの。学校を敵に回すことになる･･･。みんな、一緒に戦ってくれる？
明楽　　　自分は･･･。自分は部長についていきます！
涼　　　　俺も。
香織　　　私も。
茜　　　　当然でしょ。
和葉　　　みんな、ありがとう。･･･明楽、今週号、大幅に変更するよ。
明楽　　　はい、部長！
和葉　　　事実を伝える記事、香織よろしく。
香織　　　はい。
和葉　　　茜は新聞部の廃部について全校生徒から意見集めて、第三者的な記事をお願い。
茜　　　　おっけー。
和葉　　　涼は社説。部活動に関する意見記事を。
涼　　　　おう。
咲喜　　　私は･･･？
和葉　　　そうね･･･。じゃあ、涼を手伝って。
咲喜　　　はい！
茜　　　　えー？　こっちを手伝ってよー。
咲喜　　　茜先輩も手伝います。
茜　　　　よろしく。

和葉　　　諦めない。絶対、諦めたりするもんですか。

　　　　　　　　梅雨　登場
梅雨　　　大変、大変です。
明楽　　　今それどころじゃないんだよ。元木も手伝って。
梅雨　　　大変なんです。
明楽　　　去年までいた滝沢と体育の大山が結婚するんだろ。
梅雨　　　ええ？
明楽　　　知らなかったのか。
梅雨　　　ええ。どうしてクールビューティー滝沢が、あんな筋肉オタクと･･･。
茜　　　　そうなの、意外でしょ。
涼　　　　それはそうと、何が事件なんだ？
梅雨　　　ああ、そうだ。･･･それは。
明楽　　　それは？
梅雨　　　それは･･･。ウチでつくった新聞が、大量に紙ヒコーキになっています！
　　　　　　　　大量の紙ヒコーキが舞う
和葉　　　･･･きれい･･･。
明楽　　　･･･本当に･･･。じゃない！　（紙ヒコーキを拾おうとする。）
涼　　　　副部長危ない！
　　　　　　　　紙ヒコーキとともに
和葉、明楽、茜、涼、香織の５人はらせん階段から落ちてしまう。
咲喜、梅雨、階段の下をのぞき込む。
柚実、心恋音、退場
入れ替わりに印刷会社社長の手下　其二・清七・喜八　登場
〔第二場〕かわら版屋

清七　　　わーい。もっと飛ばせぇー！
喜八　　　いいぞ、いいぞ。
其二　　　いい加減にせえよ。

清七　　　どうせ売れ残りのかわら版だ。
喜八　　　気にする事ぁねえさ。
其二　　　それでもさ、平吉が懸命に作ったもんだろが。
清七　　　いつまでやってるんだか。
喜八　　　平吉もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かんばやし),上林)印刷所で働けばいいに。
其二　　　社長はそのつもりだ。

　　　　　　　　加代　登場
加代　　　あら、やだ。こんなに散らかして。（紙ヒコーキを拾う）しかもこれ、うちの人のかわら版じゃないの。
其二　　　こりゃ、申し訳ない。（清七と喜八に）ほら、片付けんか。
加代　　　（片付けながら）こんなの平さんに見せられない。･･･はぁ、こんなに売れ残るとは･･･。
　　　　　　　　平吉　登場
平吉　　　何やってる。
加代　　　え？　えっと･･･べ、別に･･･。
其二　　　おう、平吉。遅かったな。
平吉　　　読売はもう売れねえな。
其二　　　･･･そうよ。平吉もそろそろ商売替えしねえと。
平吉　　　其二は変わり身が早えんだよ。
其二　　　まあ、そう言うな。富三社長は待ってるぞ。

平吉　　　けっ。あの異人かぶれ。

其二　　　ここのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(たなちん),店賃)を払ってもらっといて、その言い方はねえだろ。
平吉　　　へいへい。よーくわかってるさ。で、今日もあの異人かぶれに言われてきたのかい？
其二　　　まあ、そうだが、半分は俺の意志さ。
平吉　　　は？
其二　　　俺は平吉と一緒に働きたいんだよ。暮らしは楽じゃないんだろ。な、加代さんのことも考えてやれ。
平吉　　　加代のことは･･･。余計なお世話だ。帰ってくれ。
其二　　　わかったよ。おい、行くぞ。
　　　　　　　　其二、清七、喜八　帰ろうとする。
加代　　　社長さんによろしくお伝えください。
其二　　　へい。
平吉　　　（清七と喜八に）ちゃんと片付けて行けよ！
清七・喜八　　へーい。
　　　　　　　　其二　退場
　　　　　　　　清七と喜八は紙ヒコーキを片付けて退場
平吉　　　はあ、うるさいやつらだ。
加代　　　三人とも、平さんのこと思ってくれているんですね。
平吉　　　まあ、そうかな。
加代　　　平さん。･･･今日の売り上げは？
平吉　　　（懐から金を取り出し加代に渡す）･･･これ。
加代　　　これだけ？
平吉　　　あ、ああ。･･･新政府になってから、何か町の奴ら忙しそうでよ。全然足を止めちゃあくれねんだよ。
加代　　　･･･。
平吉　　　そ、それに･･･、ほら、みんな新聞を買っちまうんだな。蒸気で印刷するってんだから、速くて枚数が多いんだよ。だからさ、おれが読売始めるころには、もうとっくに世の中に情報は出まわっちまってるって、こういうわけでさ･･･。
加代　　　じゃあ、仕方ないね。
平吉　　　わかってくれる？
加代　　　今日は夕飯抜き。
平吉　　　ええー。
加代　　　ふん。
　　　　　　　　加代　退場
平吉　　　ええー。ええー。今日は昼も抜きだったんだよ。ねえ、加代ぉー。
　　　　　　　　印刷会社社長　上林富三　登場
富三　　　いつまでこんなところで木を削っているつもりかな？
平吉　　　上林富三･･･。
富三　　　もう、そんな版画の時代じゃない。活字だ。活字の時代だ。蒸気の動力で印刷もあっという間。
平吉　　　わかってるよ。
富三　　　市民のみなさんも新聞が欲しい。こちらはもっと多くの記事をもっとたくさん印刷したい。猫の手も借りたいほどの忙しさだ。平吉、今なら雇ってやるぞ。建て替えた店賃をチャラにしてもいい。
平吉　　　ヤなこった。おれは言葉を作って、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ほ),掘)って、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(す),刷)って、みんなに読んでもらう。かわら版を辞める気はねえ。
富三　　　売れないかわら版を作って、それで生活がやっていけるのかね。
平吉　　　関係ないだろ。
富三　　　いつまで意地を張っているつもりだ。こちらが下手に出ていればいい気になって･･･。餓えて死んでからでは遅いぞ。よく考えるんだな。
平吉　　　いくら考えても答えは同じだ。
富三　　　また来る。
　　　　　　　　富三　退場
平吉　　　やめるもんか。絶対にあきらめてたまるもんか。
　　　　　　　　平吉　退場
　　　　　　　　和葉・明楽・茜・涼・香織　登場
香織　　　ここは･･･？
和葉　　　（あたりを見回し、平吉のかわら版を見つける。）
涼　　　　僕ら、落ちましたよね。学校のらせん階段から･･･。
明楽　　　そうだ。紙ヒコーキを部長が追いかけるから、危ないって･･･。
茜　　　　違うでしょ。明楽が紙ヒコーキを追いかけて、私たちが巻き添えになったのよ。
涼　　　　ここ、どこだ？
香織　　　階段から落ちて、どこか知らない場所に来てしまった･･･。映画とかでありそうなシチュエーションね。
茜　　　　あー、あるある！　タイムスリップとかしちゃうパターン？
明楽　　　あるかー？
　　　　　　　　加代・平吉　登場
加代　　　平さん、ご飯はありませんから、仕事してください。
平吉　　　加代―。な、ちょっとでいいからさ。･･･え？　お前ら、誰だ？

明楽　　　えー！　えっと、これは、あの、えっと。
平吉　　　言葉が通じない？　異人か？　オマエタチ、ドコカラ、キタ？
茜　　　　キャー、やっぱりタイムスリップだよー。すごいねー、何時代かな？
涼　　　　ちょっと落ち着こう。
香織　　　そうよ。タイムスリップではなくテレポーテーション、つまり瞬間移動ということも考えられるわね。この人、何言ってるか、ちょっとわからないんで、海外に来ちゃったのかも。
茜　　　　着物！　衣服が完全に日本じゃん。タイムスリップだよ。
加代　　　（平吉に）どうする？　この人たち全然、こっちの話を聞いてくれない。
平吉　　　きっと言葉が通じないんだ。なにしろ、異人だからな。
加代　　　この人たち本当に異人？　話していること、わかるような気がするけど･･･。
明楽　　　タイムスリップだとしたら、これは･･･。
香織　　　これは？
明楽　　　スクープだー！
涼　　　　スクープ！
茜　　　　スクープよ！
　　　　　　　　明楽、茜・涼・香織は大騒ぎ
平吉　　　うるさーい！
明楽　　　は！
平吉　　　やっと気がついたか。
涼　　　　ここは、どこですか？
茜　　　　何時代ですか？
香織　　　あなた、誰ですか？
平吉　　　オマエタチ、ダレ？
茜　　　　わたし、芹沢茜。茜って呼んでいいよー。
香織　　　茜･･･。あんたちょっと軽くない？
茜　　　　そんなことないわよ。ふつーでしょ。
涼　　　　まあ、それが茜だ。俺は、涼！
平吉　　　ココ、オレノイエ。オマエタチ、ドコカラ、キタ？

加代　　　平さん。この人たち異人さんじゃないよ。
平吉　　　え？
加代　　　私は、加代といいます。
平吉　　　加代、お前、わかるのか？
香織　　　加代さんね。･･･やっぱり日本人。私は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しきしま),敷島)香織です。
平吉　　　え？　ええ？

加代　　　平さん、落ち着いて聞いてみて。
明楽　　　自分はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ここのせ),九ノ瀬)明楽といいます。
平吉　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(はなぶさ),英)平吉だ。（加代に）本当だ。わかる。
明楽　　　我々は千登世天中学校、新聞部の者です。
平吉　　　･･･え？　新聞？
明楽　　　自分は副部長をやらせてもらっていますが、副部長、わかります？　まあ、副リーダーです。リーダーを補佐し、時にリーダーとして皆をまとめ、まあ、人望がないとできない役職というわけで、まあ、自分が･･･。
茜　　　　突然、押し掛けたみたいでゴメンねぇ。
涼　　　　俺たちも何があったかわかんないけど、気がついたらここにいたんだよ。
香織　　　私たちの身に一体何が起こったのか？　そのことを知るためにも、まず、あなたたちのことを聞かせてもらえないかな。
平吉　　　･･･出てけ！
明楽　　　えー。

茜　　　　あたしたち、多分、未来から来たと思うのよ。わかる？　タイムスリップ！
平吉　　　ここは、俺ん家だ。お前たちを招き入れたつもりはない。出ていけ。
香織　　　あなたは、ここで何をしているんですか？　仕事は？
平吉　　　関係ないだろ。

和葉　　　かわら版。
みんな　　え？
和葉　　　あなた、かわら版屋さんでしょ。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(もくはん),木版)がある。
明楽　　　あ、こちらはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きさらぎ),如月)和葉です。我々の部長です。

涼　　　　かわら版？　じゃあ、江戸時代？
茜　　　　すごいね。本当にタイムスリップしちゃった。
明楽　　　かわら版屋さん。我々の祖先ともいえる存在です。ぜひ取材させてください。
加代　　　ちょっと･･･。話を聞きたいのはこっちだよ。それに、江戸時代っていったけど、江戸を東京って呼ぶようになって、もう何年も経っているよ。
涼　　　　え？　じゃあ、明治時代･･･？
茜　　　　明治時代にもかわら版ってあったの？
和葉　　　初めのころはね。
明楽　　　さすが、部長。
茜　　　　あれ、でもかわら版は明治時代になくなるんじゃ･･･。
平吉　　　今、世間で読まれてるのは、政府御用達の新聞ばかりだ。
和葉　　　かわら版は、内容も売り方も、読む人を楽しませようという心があった。
香織　　　エンターテイメント性があったのよね。
明楽　　　大道芸みたいな？
和葉　　　うん。それに、災害のニュースを伝えるときでも、明るい希望が持てるような内容にしていた。
涼　　　　読む人の心に寄り添ってたんだな。
和葉　　　だからこそ、かわら版は、いい。
平吉　　　よく言うぜ。こんなもん、もう商売にならない。
和葉　　　え？
平吉　　　新聞なんてもんができたから･･･。
加代　　　いいえ、あれのせい･･･。
　　　　　　　　どこからともなく、印刷機（蒸気機関）の音
香織　　　あれって？
涼　　　　この音？
加代　　　印刷機。蒸気で動いてる。
茜　　　　印刷機･･･。

加代　　　すぐそこにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かんばやし),上林)印刷所ってのができてね。
平吉　　　そこの社長が読売の仲間たちを集めて始めたんだ。長崎から技術を学んできたんだと。
加代　　　平さんも誘われているんだけど。
平吉　　　あいつらは時代に流されてるだけだ。
香織　　　確かに、蒸気と手作業じゃ、圧倒的に蒸気が早いでしょうね。
平吉　　　へ、早ければいいのか？
涼　　　　情報は早いほうがいいっしょ。
平吉　　　印刷屋は記事を書かねえ。新聞屋は印刷をしねえ。売るのはまた別の人間だ。
香織　　　機能的ね。
平吉　　　機能とか、便利とか、そんなに大事か？

明楽　　　えっと、僕たち多分、けっこう未来から来てしまったみたいです。
平吉　　　みらい？
明楽　　　はい。たぶん、百四十年ほど先･･･。
加代　　　そんなことができるの？　へえ、みらいっていうのはすごいんだねぇ。
明楽　　　いえ、できるわけじゃないです。どうゆうわけか、そうなってしまった、ということのようで･･･。
平吉　　　はっきりしねえな。で？
明楽　　　平吉さん。百四十年後には、かわら版も、木版での印刷もなくなっています。
和葉　　　明楽･･･。
明楽　　　だから今、続けたとしても、いつか必ずやめる日が来ます。
香織　　　今なら社長さんがお仕事くれるって言ってんでしょ。
香織　　　そうね。仕事がなくなったら困るよね。
和葉　　　やめて･･･。
涼　　　　加代さんだって、新しい仕事のほうがいいでしょ。
和葉　　　やめなさい！
明楽　　　･･･部長。
平吉　　　お前ら、仕事は？
明楽　　　いや、まだ学生です。
茜　　　　学生っていうか、中学生。
平吉　　　お前たち、まだ学校行ってんのか？　なんで？
茜　　　　え？　なんで？
平吉　　　さっき、新聞って言ってたのは？
涼　　　　ああ、それは学校の部活動で･･･。
平吉　　　は。呑気なもんだな。
茜　　　　呑気って･･･。
平吉　　　働いたことないやつにはわからねえ。仕事ってのは命がけだ。命がけでやってることを、時代が変わったとか、政府が変わったとか、そんなことで諦められるわけがねえんだよ。
和葉　　　ごめんなさい、平吉さん。
明楽　　　部長･･･。
和葉　　　私は、みなさんを見損ないました。
　　　　　　　　和葉　退場

明楽　　　ぶ、部長！
茜　　　　和葉、どうしたの？
涼　　　　怒ったんじゃ、ないかな？
香織　　　初めて見た。
明楽　　　俺たち、忘れてたな。新聞部のこと。
香織　　　ああ、廃刊･･･。
涼　　　　俺らはまだ認めてないから。
茜　　　　私は辞めないわよ。学校が認めなくても、誰も読む人がいなくても新聞を作り続ける。

香織　　　学校が認めなくても構わないけど、誰も読まないのは･･･。
明楽　　　部長に、誤らないと･･･。
香織　　うん。
茜　　　でも、その前に･･･。
涼　　　平吉さん、ごめんなさい。
香織　　ごめんなさい。
茜　　　ごめんなさい。
香織　　和葉、どこに行ったんだろう。
茜　　　探しに行こう。
涼　　　うん。

茜・涼・香織　退場
平吉　　　尻に敷かれているみたいだな、さっきの子に。
明楽　　　え？　そ、そんなんじゃありません。
平吉　　　そうか。
明楽　　　そうです。部長は、自分たちのリーダーであり、編集長であり、心の羅針盤というかなんというか･･･。
平吉　　　わかったよ。
明楽　　　平吉さん、本当にすみませんでした。
平吉　　　みらいっていうのは、どんなところだ？
明楽　　　平吉さん、取材ですか？
平吉　　　ああ。
明楽　　　部長を見つけたら、何でも話します。
平吉　　　頼むよ。
明楽　　　その代わり、こっちも取材させてもらいますからね。
　　　　　　　　明楽　退場
平吉　　　変わったやつらだな。
加代　　　みらいっていうのは、どういうところなんでしょう。
平吉　　　いいネタになるかな。
加代　　　そうですね。
平吉　　　加代。それを最後にしようと思う。上林社長の世話になるよ。
加代　　　いいの？
平吉　　　加代と、生きていきたいからな。
加代　　　平さん。
　　　　　　　　暗転
　　　　　　　　〔第三場〕数日後
　　　　　　　　　平吉は一人、かわら版を削っている。
　　　　　　　　　和葉　登場
和葉　　　おはようございます。平吉さん。
平吉　　　おう。
和葉　　　かわら版、作ってるんですね。
平吉　　　お上の規制が厳しくなってね。なかなか売れないけどね。
和葉　　　そうですか。
平吉　　　これで最後にしようと思ってる。
和葉　　　そうですか。残念です。
平吉　　　食ってかなきゃならねえし、食わせてかなきゃならねえしよ。
和葉　　　私も。私たちも、前を向こうと思ってます。

　　　　　　　　明楽・茜・涼・香織　登場
明楽　　　おはようございます。
平吉　　　お前ら、いったいいつまでいる気だ？
茜　　　　そんなこと言われてもね。
涼　　　　帰りたくても･･･、帰れない！
　　　　　　　加代　登場
加代　　　おはよう。朝ごはん、食べるだろ？
和葉　　　いつもありがとうございます。
茜　　　　そういえば、聞いてなかったけど、平吉さんと加代さんて･･･。
和葉　　　ご夫婦でしょ。
茜　　　　えー！　早すぎない？　若すぎない？
加代　　　普通ですよ。ふつう。
平吉　　　一緒にいたいと思う奴とは一緒にいればいい。百四十年後の奴らが呑気なだけだ。
明楽　　　はい、はい。
　　　　　　　　其二・清七・喜八　登場
其二　　　大変だ、大変だ！
明楽　　　なんか、嫌な予感が･･･。
平吉　　　上林富三の手下･･･。何しに来た！
清七　　　すぐにかわら版づくりを辞めないと、捕まっちまうぞ。
其二　　　ここはとっくに、上林印刷所の工場ってことになってんだ。
清七　　　あんたが捕まったら、うちの会社も危ないんだよ。
平吉　　　なんだって？
喜八　　　そうじゃなかったら、お前はとっくに捕まってんだ。社長が守ってやってんの知らないんだろ。
涼　　　　もしかして社長さん、平吉さんのために？
　　　　　　　　上林富三　登場
富三　　　だが、もう限界だ。今すぐわしの工場にする。でないとお役人が来てしまう。
平吉　　　すぐは、無理だ。今、かわら版を掘ってる。

富三　　　手荒なことはしたくなかったんだがな。（手下たちに）ここにある道具、材料、すべて持ち出すんだ。
手下たち　　はい。
平吉　　　やめろ！
和葉　　　社長さん、やめて。平吉さんはこれが最後のかわら版だって。だから、今日だけは･･･。
富三　　　今日にも役人が来るんだ。待てない。
和葉　　　そんな･･･。
　　　　　　　　平吉、手下たちと争っている。
明楽　　　平吉さん、それ、最終号なのか？
平吉　　　ああ。
明楽　　　決意、したんですね。
平吉　　　ああ。
明楽　　　辛かったな･･･。
平吉　　　ああ、だから、最後ってやつを作りたかった。
明楽　　　わかるよ。
　　　　　　　　明楽、平吉と共に手下たちと争う。
明楽　　　みんな、何やってんだ。平吉さんの最終号を守れ！
茜　　　　うん。
涼　　　　そうだね。
香織　　　もちろん。
　　　　　　　　茜・涼・香織も交じって大乱闘
富三　　　平吉。時代を読むんだ。流れに乗るんだ。今はその時じゃなくとも、お前の考えを世に問うことはできる。新聞がそれだ。今は、速く、安く印刷できる。だから、多くの人に届けることができる。たくさんの人が読んでくれる。それが、新聞なんだ。平吉、お前は新聞の世界で生きるべきなんだ。
平吉　　　わかってる。わかってるよ。わかっているけれど、最後に、次に進むための最後の一枚なんだ。
　　　　　　　　大混乱の中、何かが落ちてくる。光に包まれ･･･
　　　　　　　　暗転
　　　　　　　　〔第四場〕千登世天中学校　らせん階段の下
　　　　　　　　和葉・明楽・茜・涼・香織が倒れている。
　　　　　　　　心配そうに見つめる柚実・心恋音・咲喜・梅雨
柚実　　　大丈夫？　しっかりしなさい。
梅雨　　　せんぱーい。起きてくださいよー。

心恋音　　やだ。打ち所が悪いとか、言わないわよね。
咲喜　　　何いってるんですか？　ひどいです。
心恋音　　ご、ごめん。
咲喜　　　先輩。起きてください。しっかり。

　　　　　　　　新聞部員たち目覚める。
茜　　　　あれ？　
咲喜　　　あー、よかった。気がついた。
梅雨　　　やったー。良かったー。（泣く）

茜　　　　ここは？
柚実　　　ここは？って･･･。頭でも打った？
香織　　　梅雨ちゃん、泣かないで。大丈夫だから。

梅雨　　　うん。よかった。本当に良かった。

涼　　　　平吉さんは？　加代さんは？
心恋音　　何を言っているの？
茜　　　　ここ、千登中？
柚実　　　当たり前でしょ。
明楽　　　戻って来ました･･･か？
柚実　　　なーに言ってんの？　全員、頭打ったのか？　それとも悪い夢でも見たか？
茜　　　　悪い夢？　ねえ、平吉さんと加代さんのこと、覚えてる？
涼　　　　当たり前。
香織　　　平吉さん、いい人でしたよね。加代さんはいい奥さんって感じで。
涼　　　　社長さんも、実はいい人！
茜　　　　でもちょっと強引だよ。
明楽　　　みんな、同じ夢を見るなんて･･･。
和葉　　　いいえ、夢ではありません。
涼　　　　部長･･･。
和葉　　　私たちは平吉さんの想いをしっかりと覚えている。だから、あれは夢なんかじゃないわ。
涼　　　　うん。
和葉　　　私たちも、最後の一枚を･･･。
明楽　　　部長･･･。
咲喜　　　先輩、最後だなんていわないで。私たちも記事を書くから。先輩たちが卒業しても二人で新聞を作り続けるから。ねえ梅雨ちゃん。
梅雨　　　うん。がんばる。
咲喜　　　学校の横暴を許してなるものですか。
和葉　　　咲喜ちゃん。かわら版は新政府や文明開化のせいで亡くなったわけじゃないの。
明楽　　　それは、大衆から支持されなくなったから。
咲喜　　　そんなことないです。楽しみにしている人はいます。
梅雨　　　もっと面白い新聞をつくればいいんです。私、頑張りますから。
和葉　　　ありがとう、咲喜ちゃん、梅雨ちゃん。でもね、私たちも前を向こうと思う。
茜　　　　新たに出発しましょう。そのためにも･･･。
香織　　　次に進むための、最後の一枚。
香織　　　最終号･･･。
和葉　　　記事差し替えるわよ。一面は「かわら版最後の日」。平吉さんと加代さんを大々的に取り上げるわよ。
明楽　　　よーし。最終号、盛大に作るぞー。
茜・涼・香織　　おー！
咲喜・梅雨　（少し遅れて）おー！

　　　　　　　　明楽・茜・涼・香織・咲喜・梅雨　原稿を書きはじめる。
和葉　　　時代を読め。流れに乗れ。形は変わっても、方法は変わっても、私たちの想いは、本当に大切なものは、決して消えない。（柚実に）ねえ、私をパソコン部に入部させて。
柚実　　　ええ？　別にいいけど･･･。あなた部長だったくせに、変わり身早いわね。
和葉　　　食っていかなきゃいけないので。
柚実　　　ん？　え？　えー？
　　　　　　　原稿が書きあがる。
明楽　　　部長…。

和葉　　　うん。…校正！
　　　　　　　　全員、原稿に集中する。
和葉　　　よし。
明楽　　　印刷しよう。
明楽　退場
心恋音　　（タブレットを見て）えー！
柚実　　　どうした？
心恋音　　明治時代のかわら版が見つかったって、ニュースで。
柚実　　　それは、そんなに珍しいことじゃないでしょ。
心恋音　　それが「百四十年後の未来を予言」だって。
咲喜　　　本当ですか？
涼　　　　これって、平吉さんの、最後のかわら版に書いてあった内容ですよね。
和葉　　　ええ。　平吉さん、やったわね。
梅雨　　　何のこと？
香織　　　版木を守ったんですね。
茜　　　　百四十年後の学生ってイラストが載ってるよ。あたしたちがモデルだよね、絶対！
　　　　　　　　明楽　登場
明楽　　　部長、こちらも印刷完了です。後は、配布するだけです。
和葉　　　では、みなさんに読んでいただきましょう。我々の最終号を！
　　　　　　　　大量の新聞が宙に舞う中で･･･
幕
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